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NO.4, 5, 6, 7, 8, 9,10 位置 :鳥取市吉岡温泉町新町
位置 :鳥取市吉岡温泉町670






































































































































































































































































































D図 鳥取市宮谷 (24:縄田源太郎氏宅) E図 鳥取市本高 (25:河原茂輔氏宅)
200 西田良平・黒川 泰・赤木二郎
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」図 鳥取市吉岡温泉町瀬田蔵・新町 (69:山根氏宅裏の断層露頭)
NO,71,83 位置 :鳥取市妙徳寺


































































































































































































































KANA?IORI, H:DeterHlination of effective tectonic stress associated with earthquake faulting 「Fhe Tottori
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Abstract
The Yoshioka―Shi ano faults lvhich ruptured at the tilne of the 1943 Tottori earthquake(Inagni
tude 7 2)are right-lateral strike―s ip type都/ith a length of about 4 5 and 8 km, respectively. These
faults studied by Dr Tsuya from a geological standpoint iust after the earthquake, His results were
published in 1944 Dr.Tsukiji studied in the same area frolla the standpoint of a topography ln 1983,
It is further conductOd to study which are interviewed to people experienced the 1943 Tottori earth‐
quake
This paper attempts to synthesi3e information froni these three studies in order to determine the
surface displacements near the Yoshioka―Shikano faults As a result, a neM/map of the fault area is

























観 察 地 点
番号 1 概略位置
観 察 事 項  断層の入り方 聴取 変    位
垂直 (m)1水平 (m)
走向 。傾斜 備 考     〔文献〕の買 津屋の番 号
1 長柄～瀬田茂 食い違い    用水濤 RO.25 N40Vヽ 津屋18 1
2 長柄の谷東側 食い違い    芋畑の畦 RO.20 N80E 津屋18 2
3 長柄の谷斜面 直線的割れ目  桑 畑 RO,30 津屋18 3
4-B 新 町 食い違い    旧 道 R030 N85E割れ目           津屋18 4
4-A 新 町 地割れ ○ N80E 黒ナ||
4-B 新 町 食い違い    旧県道 R(01～02)R(01～0.2) ENE 宮村52図7G
4-C 新 町 食い違い    菜畑の畦 S僅か R070 N85E割れ目           津屋21図9・42 5
5 新 町 上の盛 り上がり  田 ○ 0 30 ??
6 新 町 食い違い    新 道 ○ RO.30 黒,H
6 新 町 食い違い    新 道 S015RO.40 N85E 数条の割れ目        津屋21図9・25～29 6
6 新 町 食い違い    新県道 S05R08～0.9 ENE 数段の漸移帯        宮村52図7のF
7 新 町 食い違い     田 ○ 二枚田 黒ナ||
4～6 吉岡～新町 食い違い    田 道 SO,47R040 ENE 2～3本の割目       築地244
8 新 町 地割れ     田 道 ○ 剖れ目          黒,II
9 新 町 食い違い    国の石崖 ○ S050 黒
'II新 町 食い違い    田 (二枚田) ○ 黒,II
7,1文,12吉岡の南―東 地害」れ 。山崩れ 山地斜面 S R ENE 橿 と昂二希醐冒とか接つ0犯津屋21 6～7
吉岡の南 食い違い    山 脚 S010 ENE 3本の雁行状配列の断層の中央 築地243
11-A吉 岡 地割れ ○ 黒川
吉 岡一三 山 口
小径 の峠 食い違い    小 径 SO_10R010 N70Wヽ「 割れ目           津屋21 7
峠南側尾根 食い違い    芝 地 S030 N5111V2条の割れ目のうちの北側のもの 置昂21 7
12～13き岡一三山口 割れ目     山地斜面 東微南 割れ目として断続的に出現  津屋21 7～8
原 俊 英 氏 宅 食い違い    原氏宅の床下 S010RO.20 N80Vヽ 地割れ           津屋2ユ
三 山 口
原 俊 英 氏 旧宅 食い違い    原氏旧宅の石垣 ○ R020 黒ナ||
三 山 口
首 田聴 義 氏 字 食い違い    納屋下 SO_15R090 S75E直線的地割れ        津屋21図■の2地点 9














観 察 地 点
番号 1 概略位置
観 察 事 項  断層の入り方 聴取 変 位
垂直 (m)1水平 (m)
走向・傾斜 備 考     〔文献〕の買 津屋の
番 号
三 山 口
有 田 鴨 義 氏 宅 食い違い     松 ○ S015R090 黒 川
14A二 rH四・ 果 芸趣 食い違い    集会場の床下 S R S80E 地割れ           津屋21図11の3
14A 三 山 口集 会 場 前 道 路 食い違い    石 垣 石垣のずれ         黒川
三 山 口 ○ 断層沿いに水の湧出     黒川
三山口の東 S35Vヽ 地割れ           津屋22
三山口～大塚 食い違い    谷間の稲田 S050 N80E 津屋22
大塚の西北西 歪 み 稲田の畦 N80E 津屋22
大塚の北西 地割れ     谷間の口畑 S035 S70E直線的地割れ        津屋22図12-ユ
八 雰
塚 谷 一 氏 宅 食い違い    塚谷氏宅の床下 S僅か RO.70 S80E地割れ (幅約50cm)     津屋22図12-2,31
大 塚
塚 谷 ― 氏 宅 食い違い    塚谷氏宅の床下 ○ S R075 黒
'H大塚の北東 食い違い    道 路 SO,13R僅か N80,V地割れ           津屋23
野坂の南 食い違い    稲田の畦 SO.15R010 N85石パア 断層割れ目         津屋23
野 坂 食い違い    家 屋 ○ 黒川
野 坂 食い違い     橋 ○ N040～7 食い違い (橋桁)      黒川
宮 谷 食い違い    家 屋 ○ S020 N55E 黒ナII
本 高 食い違い    家 屋 ○ SO_30 黒ナ|
菖蒲の南西 地割れ      田 ○ N020 黒ナI
菖 蒲 食い違い    家 屋 O S020 黒,I
鷲峰神社 地割れ・崩れ  稲田・畑 錦型塞在雲とが多いが一定の配 津屋23
出百姓～小畑 地割れ     稲田・尾根斜面 S70Vヽ 津屋23
小畑の西北西 割 目 尾根斜面 S80Vヽ60N 津屋24
小畑の北西 食い違い     畦 。小径 。田 SO_30R030Eミ～N80E 津屋24 17
小畑の西北西 滑り面     礫岩層崖前面 S N80W‐80N 津屋24
小畑の北 地割れ     息解 上の E Vヽ 降摩2督5,9全ゃ錘層観冒壊津屋24
































観 察 地 点
番号 1 概略位置
観 察 事 項  断層の入り方 聴取 変 位
垂直 (m)1水平 (m)
走向・傾斜 備      考    〔文献〕の貢 津屋の
番 号
小畑の北 割れ目     神社裏 ○ 黒 川
末 用 地割れ 畑 N75E 津屋24図13の1
末 用 割れ目      畑 (ENE)雁行状割れ目        宮村51図3の下
末 用 地割れ     道 路 O N70E小径脇の地割れ       黒川
末 用 地溝状割れ目  尾根末端部 N60E 地溝状割れ目の幅約lm   津屋24図13の2
末  用 大きい割れ目  人家の床下 N70E 津屋24図13の3
末 用 食い違い    人家の上間 S数10cmR数10cln N65E g村50図2図3のd～e地点
末 用 食い違い    小 川 ○ N80E 4WIIが食い違う       黒川
未 用 食い違い    道 路 S R N75E 津屋24図13の4
末 用 食い違い    道 路 S060R08～09 ENE 宮村50図2・3a
末用川右岸 食い違い。裂壊  堤 防 S035R150N75E70N 津屋24図13の5地点Ea34-▼38






法楽寺 尾 根 S075 M「―E 崩壊により高さ10数mの漸断崖 津屋25
法楽寺の北東 食い違い    道路 。人家の敷地 S100 S80E 津屋25
法楽寺の北東 食い違い    水 田 O S070 S80E 黒)‖
法楽寺の東 食い違い    稲田・畑 もn R^▼∩ 7氏 W一E 津屋25
赤坂峠 崖くずれ    山地斜面 黒川
赤坂峠 割れ目・食い違い 山地斜面 S060R030 N80E 深い割れ目         津屋25
赤坂峠 S65E 数ケ所           宮村51















観 察 地 点
番号 1 概略位置
観 察 事 項  断層の入り方 聴取 変 位
垂直 (m)1水平 (m)
走向・傾斜 備 考     〔文献〕の頁 津屋の
番 号
赤坂峠 断層露頭    礫岩層/花嵩岩 N65-72E70N3本の断層と4本の小断層  黒川
赤坂峠 地割れ     谷底の稲田 も1 1氏^ψn 4∩ R僅か N80E 津屋25
赤坂峠 食い違い    水 田 S020R030 宮村51図1のH地点
55-B洞谷の南西 食い違い    水 田 ○ 二枚田 黒川
55-A洞谷の南西 崩れ      稲田・畦・石崖 N80E 津屋25図18
洞 谷 の南 西800m S040RO_65 N70E 築地245。246
55-B洞谷の南西 小断層露頭   花蘭岩・半花南岩 SO.2-10 E Aヽr～N80EN50-70地震断層に並走する小断層  津屋17図17
洞谷・双六原 割れ目     山道の峠 N75E 津屋25図14の1
双六原 割れ目     灌漑用水溝壁 S0 05R060 N75E 津屋25図14の2
双六原 割れ目     護 岸 ○ R 岡田・安藤・個
双 六 原 の 南 西
水 日 露頭       トレンチの地層 S0 2-0 3 黒川
双六原 地割れ     道 路 O 黒川
双六原 食い違い    道 路 N僅か R N75E 津屋25図14の3地点
双六原の南西 食い違い    道 路 N015R070 (ENE) 宮 村51図5のa地点. 図 6
58-59双六原・ 矢嬌 食い違い    道路・堤防 S0 20R040 N80E 築地245
双六原の南南西 深い割れ目   山地斜面 N僅か N75E 芝地・畠に雁行状割目    津屋25図14の4
双六原の南西 地割れ     谷間の稲田 N025R僅か N55E 斗臀茫 金医行状 地 割 れがN55W津屋25図14の5
双六原の南西 食い違い    水田面 NO.3^Ψ0 4 R (ENE) 宮村52図5のC
口細 見
法 華 経 祈 祷 所 地割れ 庭 N E Vヽ 雁行 。平行地割れ      津屋26図15の1
口細見の西 断層露頭    花闘岩 E Vヽ66N幅約20clnの断層角礫帯    津屋17図15の3
口細見の西 断層露頭    花闘岩 N85E54N 黒川
口細見 地割れ     道 路 N013 E Aヽr 津屋26図15の5
下段 地割れ     沖積地上の稲田 NW僅か N30E 長さ100m続く       津屋26
野坂の南 0 70 R040 (ENE) 築地247
































観 察 地 点
番号 1 概略位置
観 察 事 項  断層の入り方 聴取 変 位
垂直 (m)1水平 (m)





瀬田蔵 断層露頭    礫岩層/花開岩 N60-70E70SE 黒,||
山鰈 宅 食い違い    家 屋 ○ 約020 家屋全体のゆがみ      黒川
新町 食い違い    水 田 ○ N L N70E 黒,H
吉 岡 水 田 S L僅か N70M「 築地244図7
二山口の東 地割れ     水 田 ○ N N85E 黒,II
鹿野 食い違い    道 路 ○ E030 0 N20E ??
洞谷 地割れ     道 路 ○ N70Vヽ 黒 川
矢矯の北西 断層露頭    火山灰/礫岩層 ○ NE l N42E60NヽV 火山灰を切る        黒川
決六原の南西 食い違い    水 田 O NO.2 0 N50Vヽ 黒
'II口細見 食い違い    水 田 ○ NE0 15 N50E 黒,II
上原の南西 断層露頭    礫岩層/花筒岩 ○ N3 N80Vヽ70N 豊島
?
??
?
?
?
?
??
?
?
?
。?
?
?
?
